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花言葉「忠実」

代表 前田 忠雄

「忠実」という花言葉は、「管公の飛梅」のお話に由来しています。

大宰府に左遷させられ、その時に、菅公が京都の紅梅殿の梅に向けて

詠んだ歌「東風吹かば匂いおこせよ梅の花主なしとて春を忘るな」辺境に

流された、主の歌に応えて一夜のうちに空を飛んでその後を追い、

太宰府に根づいたという『飛び梅伝説』。梅の花の主に対する忠実さから、

この様な花言葉がつけられたのです。

脳出血

脳梗塞

心筋梗塞

熱めの湯に浸かって温まる
（血管が広がり血圧低下）

寒い浴室内
（血圧がさらに上昇）

冬の寒い脱衣室
（血管が縮んで血圧上昇）

実は女の子の為の行事ではなかった
日本のひな祭りのルーツは、３世紀前後の古代中国で行っていた風習に基づく

といわれています。中国では、“季節の変わり目は災いをもたらす邪気が入りやすい

”と考えられ、３月最初の巳の日＝上巳（じょうみ）に水辺で禊（みそぎ）*を行ったり、

盃を水に流して自分のところに流れ着くまでに詩歌を読む

「曲水の宴（きょくすいのうたげ）」を行う風習がありました。これがやがて

遣唐使によって日本に伝えられ、禊（みそぎ）の神事と結びつきます。

当初は、天子（天皇のこと）をお祓いするための儀式であったものが、

平安時代には宮中行事へと変化したといわれています。

川のほとりに男女が集まり、災厄を祓う「上巳の祓い」として、

草木や紙などでかたどった人形（ひとがた）で

自分の体をなでて穢れを移し、川や海へ流す儀式が

行われるようになりました。

現在でも日本の各地で行われている「流し雛」は、

この名残といわれています。

天児（あまがつ）

這子（ほうこ）

現在の流し雛

形代（かたしろ）戦国時代が終わって上巳の節句が女性のお祭りに
徳川幕府によって「上巳の節句（3月3日）」が「五節句」のひとつに

定められ、「人日の節句（1月7日）」「端午の節句（5月5日）」

「七夕の節句（7月7日）」「重陽の節句（9月9日）」と並ぶ、重要な

年中行事となりました。もともと「上巳の節句」は男女の区別なく

行われていた行事でしたが、「端午の節句」が男の子の節句として

祝われるようになったことに対して、3月3日が女の子の節句として

定着するようになったのです。

雛祭りのルーツ

江戸時代享保年間に流行した雛人形

ヒートショックによる年間の死者は1万4000人以上

一般家庭の浴室内での溺死者は年間約4000人で

内高齢者は８９％、交通事故死を遥かに上回ります。

居住空間に於いて暖かい部屋から冷たい部屋、

冷たい部屋から暖かい部屋へと移動する際の

急激な温度変化によって身体にダメージを与える

厄介な現象です。

「あっ！冷たい！」や「寒い―」をなくして、くつろげる浴室を！
身体をゆっくり休めて気を癒す場所そんな浴室を考えませんか

私たちは「温かい水廻り空間づくり」を通して皆様の快適な生活

をお支えできるよう社員一丸となって邁進していきます

冷たいタイルから断熱材入りの壁と床に改築

乾燥暖房器浴室のドアを開けておけば脱衣所も温か ペアガラスで断熱
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あかりをつけましょ ぼんぼりに

お花をあげましょ 桃の花

五人ばやしの 笛太鼓（ふえたいこ）

今日はたのしい ひな祭り

着物をきかえて 帯（おび）しめて

今日はわたしも はれ姿（すがた）

春のやよいの このよき日

なによりうれしい ひな祭り


